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嘯し
ょ
う
ざ
ん
こ
こ
う

山
虎
公
和
尚
が
開
基

　

高
草
山
の
麓
に
あ
る
宝ほ

う
じ
ゅ
ざ
ん

珠
山

十
輪
寺
の
草
創
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
元げ

ん
な和

年
間
（
一
六
一
五

〜
一
六
二
三
）
に
十
輪
寺
の
住
職

に
な
っ
た
嘯
山
虎
公
は
、
こ
の

小
寺
の
十
輪
寺
を
再
興
し
、
曹

そ
こ
知
り

志
太物

語
洞
宗
寺
院
と
し
て
立
派
な
寺
に
し

た
い
と
発
願
。
村
の
有
力
者
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
本
堂
を
再
建
し
、

林り
ん
そ
う
い
ん

叟
院
九
世
照し

ょ
う
ざ
ん
げ
ん
し
ゅ
ん

山
元
春
を
開
山

と
し
、
寺
格
も
法
地
寺
院
に
上
げ
、

再
興
し
た
の
で
す
。

山
号
「
宝
珠
山
」
の
伝
説

　

そ
の
昔
、
日や

ま
と
た
け
る

本
武
尊
が
東
国

征
伐
の
祈
願
の
折
に
焼
津
神
社

に
奉
納
し
た
二
つ
の
珠た

ま

の
一
つ

が
大
津
波
の
後
、
何
故
か
朝
比

奈
の
玉た

ま
と
り取

神
社
の
御
神
体
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
玉

虚こ

く

ぞ

う

空
蔵
菩
薩
と
子
安
地
蔵
菩
薩

木
喰
上
人
の
書
・
諸し

ょ

し

ん

た

く

せ

ん

し

ょ

神
託
宣
書

こ
の
こ
と
か
ら
「
宝
珠
の
加

護
」
を
と
の
願
い
を
込
め
、
山

号
を
宝
珠
山
と
し
た
の
で
す
。

木
喰
上
人
の
二
体
の
菩
薩
像

　

本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木

喰
仏
は
木
喰
上
人
が
八
十
三
歳
の

時
、
こ
の
地
を
訪
れ
、
寛
政
十
二

年
（
一
八
〇
〇
）
七
月
十
一
日
、

十
二
日
の
わ
ず
か
二
日
間
で
一
気

に
彫
り
あ
げ
た
作
品
で
す
。
虚
空

蔵
菩
薩
は
ふ
く
よ
か
な
顔
に
軽
や

か
な
微
笑
を
、
子
安
地
蔵
菩
薩
は

赤
子
に
宝
珠
を
握
ら
せ
、
満
面
に

笑
み
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

山
門
、
霊
園
、
遊
化
の
庭

　

そ
の
後
、
三
度
の
火
災
に

合
い
な
が
ら
も
再
建
さ
れ
、
昭

和
二
十
四
年
に
山
門
、
昭
和

五
十
二
年
霊
園
墓
地
を
造
成
、

昭
和
五
十
五
年
に
は
開
山
堂
位

牌
堂
を
新
築
。
最
近
で
は
平
成

二
十
六
年
に
仏
足
石
、
二
十
七

年
に
は
山
門
脇
に
杉
村
孝
作
の

地
蔵
菩
薩
を
配
置
し
た
遊ゆ

げ化
の

庭
を
整
備
。
三
月
の
も
く
れ
ん

祭
り
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
す
。
藤
枝
市
岡
部
町
三
輪

九
二
五　
　
　
　
　
（
小
嶋
良
之
）

　

藤
枝
駅
の
南
北
で
冬
の

風
物
詩
「
ル
ミ
ス
タ
ふ
じ
え

だ
」
の
名
称
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
二
〇
一
〇
年
十
一
月
。
そ

れ
以
前
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
た
の
が
こ
の
年

取
村
の
住
職
が
夢
で
玉
取
神
社

の
御
神
体
は
焼
津
神
社
の
神
宝

で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
近
く
十

輪
寺
の
住
職
と
な
る
弟
子
に
珠

を
焼
津
神
社
に
返
す
よ
う
頼
み

ま
し
た
。
弟
子
が
十
輪
寺
の
住

職
に
な
る
と
不
幸
な
出
来
事
が

続
い
た
の
で
、
珠
を
神み

わ
じ
ん
じ
ゃ

神
社
の

神
主
に
渡
し
、
焼
津
神
社
へ
奉

還
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
神
神
社

で
も
災
難
が
続
き
、
焼
津
神
社

へ
返
納
さ
れ
治
ま
っ
た
の
で
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

ル
ミ
ス
タ
ふ
じ
え
だ

志
太
新
名
物
探
訪

で
す
。
十
三
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
駅
周
辺

を
飾
り
ま
し
た
。
今
年
は
倍
の

二
十
六
万
球
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
は
過
去
、
水
木
一
郎
や
布
施

明
、
相
川
七
瀬
、
岡
本
知
高
な

ど
が
登
場
。
今
年
は
能
楽
師
の

東
儀
秀
樹
さ
ん
で
し
た
。

　

点
灯
時
間
は
、
午
後
五
時
〜

十
時
、
二
月
以
降
は
午
後
六
時

〜
十
時
。
来
年
の
年
三
月
十
一

日
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

木も

く

じ

き喰
仏
・
も
く
れ
ん
の
寺 

十じ
ゅ
う

輪り

ん

寺じ

傘さ
ん
じ
ゅ
寿
の
受
賞
で
す
ね

　

十
一
月
三
日
に
川か

わ
か
つ勝

県
知
事

よ
り
賞
状
と
副
賞
を
頂
き
ま
し

た
。「
玉
露
の
品
質
向
上
や
普

及
に
尽
力
し
」
と
い
う
普
及
に

尽
力
と
い
う
所
が
特
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
品
質
向
上
は
、
自
分

の
努
力
精
進
で
す
が
、
普
及
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
助
け
が
な
け

れ
ば
で
き
な
い
の
で
、
長
年
私

を
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

六
十
年
余
の
茶
業
の
道
は
？

　

早
く
に
父
を
亡
く
し
十
七
歳

で
家
を
継
ぎ
六
十
年
余
。
叔

父
で
手
揉
み
の
名
人
だ
っ
た
前

島
栄
太
郎
か
ら
技
術
を
仕
込
ま

れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に

全
国
大
会
で
一
等
入
賞
と
な
り
、

玉
露
の
魅
力
に
目
覚
め
、
そ
れ

か
ら
挑
戦
の
日
々
が
始
ま
り
ま

し
た
。
幸
い
農
林
大
臣
賞
や
国

際
茶
品
評
会
金
賞
、
世
界
緑
茶

コ
ン
テ
ス
ト
最
高
金
賞
な
ど
多

く
の
賞
を
頂
き
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
今
回
の
受
賞
な
の
で
は
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

父
譲
り
の
お
だ
っ
く
い
人
間

　

父
親
か
ら
学
ん
だ
の
は
お
だ

っ
く
い
（
お
調
子
者
）
に
な
れ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
何
事
も

楽
し
く
や
ろ
う
と
い
う
生
き
方

で
「
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
三
原

則
」。
一
、
旨
い
お
茶
づ
く
り
、

二
、
安
心
安
全
茶
づ
く
り
、
三
、

茶
畑
の
確
認
を
作
り
、
最
後
に

何
よ
り
も
信
頼
が
大
切
と
定
め

ま
し
た
。
民
宿
経
営
や
全
国
大

会
へ
の
挑
戦
、
海
外
へ
の
販
売
も

そ
れ
が
原
点
で
す
。

も
て
な
し
農
家
と
し
て

　

現
在
は
、
も
て
な
し
農
家
と

し
て
、
全
国
各
地
、
世
界
各
地

の
皆
様
の
お
も
て
な
し
に
全
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
お
も
て
な
し

に
は
、
お
だ
っ
く
い
人
間
と
な
っ

て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
玉
露

は
、
さ
え
み
ど
り
、
お
く
み
ど

り
、
ご
こ
う
、
や
ぶ
き
た
の
四

種
類
。
そ
れ
ら
を
合ご

う
ぐ
み組

し
て
最

高
の
美
味
し
さ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
茶
畑
や
茶
葉
と
語
ら
い

な
が
ら
の
玉
露
づ
く
り
は
楽
し
い

も
の
で
す
。
是
非
一
度
、
も
て
な

し
処
東
平
玉
露
茶
ば
ら
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

十
一
月
三
日
産
業
開
発
振
興
に
て

前ま

え

し

ま島  

東と

う

へ

い平

玉
露
生
産
者
・
も
て
な
し
農
家

（
岡
部
町
宮
島
）

▲本堂

▲山門

▲虚空蔵菩薩と子安地蔵菩薩

▲仏足石

▲地蔵菩薩遊化の庭

▲木喰上人・諸神託宣書
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おおいがわ
焼津市・大井

川町

合併1O周年
記念事業

桜めぐり
えび

期
間
限
定

秋の陣2018

静
岡
県
の
真
ん
中
、

焼
津
・
大
井
川
港
。

旬
を
迎
え
た
桜
え
び
漁
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

桜えびを味わってスタンプを押してもらおう！スタンプ3個からご応募できます。

焼津市の飲食店・小売店12か所で行う
美味しすぎるスタンプラリー開催しま

す! ! 焼
津
市
水
産
振
興
会

お
お
い
が
わ

桜
え
びめぐ
り

桜
え
びめぐ
り

お
お
い
が
わ

桜えび飲食店
小売店は…

店頭にこの旗があったら、
桜えびの商品・お食事を
ご提供できます。スタンプ

ラリーにぜひ、ご参加
ください。

こののぼり旗が
目印です!

TEL.054-635-4652 ［平日／9：00～17：00］
おおいがわ桜えびめぐりスタンプラリー事務局 ㈱共立アイコム内  

焼
津
市
水
産
振
興
会

おおいがわ桜えびめぐり 2018秋の陣スタンプラリー

　 平成30年11月22日木～12月23日日

開催!
スタンプラリー

や
っ
て
き
ま
し
た
!

焼津をやいづ観光案内人のガイドで歩いてみよう 10 月16 日のお披露目ツアーから本格的に活動を開始した「やいづ観光案内人の会」。
現時点で案内を行っている「小泉八雲ゆかりの地コース」「浜通りコース」「花沢の里コース」
の 3 つのコースをご紹介します。

　やいづ観光案内人の会は、焼
津を訪れる方々、焼津を知りたい
方々を「おもてなしの心」をもって
　お迎えしたいと昨年 5月に発足
しました。そして1年半の準備期
間を経て、10月16日にお披露目
ツアーを開催し、本格的な活動を
開始しました。現在は、「小泉八
雲ゆかりの地コース」「浜通りコー
ス」「花沢の里コース」の3つのコー

スをご案内しております。焼津の自然、歴史、文化など知ら
れざる焼津の魅力をお伝えできればと、会員一同張り切って
おります。3つのコース以外にもご要望頂ければ、可能な限
り対応させて頂きますので、ご相談ください。多くの皆様か
らのお問い合わせ、お申し込みをお待ちしております。

　お申し込みは、焼津市観光協会内の事務局までお願いし
ます。ガイド1人当たりの案内人数は1
名〜10 名を目安としています。また、運
営協力費としてガイド1人当たり1000 円
を戴いています。ガイドご希望日の一週間
前までが申込期限となっています。

　豊かな自然に囲まれ、心がほっとする懐かしい山村集落「花沢の里」。静
岡県で唯一の国の重要伝統的建造物群保存地区に指定されています。里の
玄関口にはレトロな灯燈が建っています。最初に現れる歯痛に効くとされる
自然石は、オシャモッツァンといわれています。花沢の集落には農作業の繁
忙期に雇った季節労働者の住まいや蜜柑の貯蔵に使った長屋門が見られま
す。集落を流れる花沢川には、ほとんどの家の前に洗い物をするためのダン
ダンが設けられています。さらに進むと ｢焼津辺にわが行きしかば駿河なる
　阿倍の市道に逢ひし児らはも」春日蔵首老と刻まれた万葉歌碑があります。
常時4,5ヶ所に無人販売があり、果物や野菜、手作りの物品などが売られて
います。一番奥の法華寺は、焼津唯一の天台宗のお寺で、駿河三十三観音
霊場として有名です。集落唯一の喫茶店「カントリーオーブン」は、雰囲気
のある庭カフェや蔵を改装した古民家カフェで、手作りパン･ケーキが散策
の思い出をホッと癒やしてくれます。

　浜通りは、焼津の漁業・水産加工業の発祥の地とも言える場所です。かつては、浜と堤があり、
前後に川があり、島のようになっていました。昔の面影と人情、そして数々の地域遺産を有し
ている貴重な地域です。出漁の安全祈願や無事寄港のお礼参りをする船玉浦神社、小泉八雲
が滞在したことから「八雲通り」とも言われ、その証としての八雲風詠之地の碑、船の安全祈願・
災害除難を祈願して弁財天を祀る護心寺、明治村に移築された山口乙吉の家の前には小泉八
雲滞在の家跡の碑が建っています。ヤマトタケルが上陸した場所と伝えられ、荒祭りの時、特
別な神事が行われる北の御旅所、小泉八雲が損傷した地蔵を補修しようとしたため、八雲地
蔵とも言われる波除地蔵、一寸八分の魚藍観音がある常照寺、かつて高札が立ち、庚申像と
波きり地蔵などがある札の辻、家を高潮や高波から守るための波除けの堰板、静岡県水産技
術研究所の展示室「うみしる」、そして終点「うみえ〜る焼津」で食事やお買い物休憩です。

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

カントリーオーブンカントリーオーブン

長屋門長屋門

オシャモッツァンオシャモッツァン

道標道標

法華寺法華寺

日枝神社日枝神社

山小屋跡山小屋跡

花沢の里見晴台花沢の里見晴台

水車小屋水車小屋

万葉歌碑万葉歌碑

ダンダンダンダン

馬頭
観音
馬頭
観音

灯篭灯篭

休憩所休憩所

観光トイレ観光トイレ

花沢の里臨時観光駐車場花沢の里臨時観光駐車場

花沢の里観光駐車場花沢の里観光駐車場

●●

●●
●●

●●

花沢の里

浜通り

花沢の里コース

浜通りコース

花沢の里観光駐車場→灯篭→オシャモッツァン
（巨岩）→花沢集落（長屋門風造りの家、石垣、

花沢川のダンダン、無人販売　等）→水車小屋・万葉の歌碑→法
華寺→古民家カフェ「カントリーオーブン」→花沢の里観光駐車場

焼津港・船玉浦神社→堀川→小泉八雲風詠の地→護心寺→伊豆
石の倉庫→船元の家→小泉八雲滞在の家跡→北の御旅所（日本

武尊上陸地）→八雲地蔵（波除地蔵）→常照寺→ぬかや斎藤商店（波除の堰板）→
札の辻（庚申像）→静岡県水産技術研究所　展示室「うみしる」→うみえ〜る焼津

　「耳なし　芳一」や「雪女」で知られる明治の文豪・小泉八雲（ラフカディオ・
ハーン）が家族と初めて焼津を訪れたのは、明治三十年の八月でした。以来、
八雲は、焼津の海が気に入り、焼津気質を象徴するような山口乙吉さんと
焼津の人々 を好きになり、その後、三十二年から三十五年、三七年とほぼ
毎夏を一か月前後焼津に滞在しました。焼津を舞台とした文芸作品もいく
つか生まれました。このコースでは、まず、八雲の作品 ｢漂流｣ の主人公
と関係があるお寺で ｢小川のお地蔵さん｣ と親しまれている海蔵寺から始
まります。八雲が乙吉や八雲の長男一雄、書生とともに出かけた熊野神社、
八雲が池の鯉を見たり、大松を眺めて ｢大変いい景色｣ と何度もほめた教
念寺。八雲が首の取れていたお地蔵様を作り直したいと願った光心寺の浪
除け地蔵、八雲の焼津での散歩コースの一つであり、荒祭りを楽しんだ焼
津神社、そして最後に八雲の遺品、直筆原稿などを常設展示し、八雲の
文学に触れられる焼津小泉八雲記念館を訪れます。

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●焼津小泉八雲
記念館
焼津小泉八雲
記念館

焼津神社焼津神社

熊野神社熊野神社

教念寺教念寺

光心寺光心寺

海蔵寺海蔵寺

田子重田子重

JAJA

小川中学校小川中学校

保健
センター
保健

センター

富士屋富士屋

焼津中学校焼津中学校

東海
道本
線

東海
道本
線

小
石
川

小
石
川

焼津西小学校焼津西小学校

文化センター文化センター
●●

うみえ～る
焼津

うみえ～る
焼津

●

●●

●●

●
●

●

●●

●

●●

●●

●●

●

●

●●

●●

●●

●● 至
焼
津

至
焼
津

船玉浦神社
浜通りのゲート浜通りのゲート

護心寺護心寺

小泉八雲滞在の家跡小泉八雲滞在の家跡

エンカ
屋敷跡
エンカ
屋敷跡

常照寺常照寺

浪除八雲地蔵浪除八雲地蔵

波除け堰板波除け堰板

札の辻札の辻

波除地蔵波除地蔵

旧南の御旅所旧南の御旅所

船元小路船元小路

黒石川縁道黒石川縁道

北の御旅所北の御旅所
八雲風詠之地碑八雲風詠之地碑

堀
川
橋

堀
川
橋

堀川
（黒石川）
堀川
（黒石川）

スーパー
田子重
スーパー
田子重

静岡県水産技術研究所
展示室「うみしる」
静岡県水産技術研究所
展示室「うみしる」

小泉八雲ゆかりの地コース

海蔵寺（八雲作品「漂流」の舞台）→熊野神社→教念寺→光
心寺（旧波除地蔵）→焼津神社→焼津小泉八雲記念館

小泉八雲ゆかりの地

やいづ観光案内人のガイド申し込み方法

鈴木 良明
（すずき・よしあき）

「花沢の里コース」
リーダー

鈴木 功治
（すずき・こうじ）

「小泉八雲ゆかりの地
コース」リーダー

多々良 正明
（たたら・まさあき）

会長

Y A I Z U

Y A I Z U

Y A I Z U

問合せは054-626-6266

梅原 勲
（うめはら・いさお）

「浜通りコース」
リーダー

◆所要時間：約1〜2時間 ◆所要時間：約1〜2時間

◆所要時間：約1〜2時間
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，2018年の印象に残る出来事は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 泉鏡花 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-17-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㈬
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

ルミスタふじえだの今年のゲストは？

　〇〇〇〇（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

  そこ知り志太物語のお寺のシリーズは、十輪寺の前住
職、柴田芳憲さんの著作が底本となっています。藤枝
に続いて焼津の寺院が完成した折、むるぶで連載をし
たいので、底本として使わせて頂きたいと申し入れて連
載開始となりました。十輪寺を紹介する前に旅立たれ
てしまいました。供養を兼ねての掲載です。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

・京都と紅葉 １０
・紅葉のきれいなところ ８
・寸又峡温泉と紅葉 ５
・奥大井と紅葉 ５
・滝ノ谷不動峡もみじまつり ４
・川根温泉と紅葉 ４
・県内各地のイルミネーション ４
・玉露の里 ３
・千頭とＳＬと紅葉 ３
・奈良 ３
・高尾山 ２
・グルメツアー ２
・伊豆方面 ２
・高草山 ２
・日本平夢テラス ２
・鎌倉 ２
・つま恋イルミ ２

この秋、出掛けたい場所は？この秋、出掛けたい場所は？
・蓮華寺池の紅葉 ２
・富士山周辺紅葉見物 ２
・足助　香嵐渓紅葉 ２
・小國神社
・島田市中央公園
・南アルプス周辺
・三島市のスカイウォーク
・キノコ狩り
・白糸の滝と紅葉
・お寺めぐり
・石津西公園
・伊勢神宮と紅葉
・伊豆のジオパーク
・十国峠
・神社巡り
・掛川の法泉寺
・梅ヶ島温泉
・ディズニーリゾート

読者コーナ
ー

1800円

治しましょう

爪の水虫、
大変たくさんの

方から

お喜びの声をい
ただいて

おります

ホームページも
ごらん下さい。 http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街 ☎054-644-5829 旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店



12月の休日緊急医

小児科
・

2日（日） 9日（日） 16日（日） 23日（祝） 24日（休） 29日（土） 30日（日） 31日（月） 2日（日） 9日（日） 16日（日） 23日（祝） 24日（休） 29日（土） 30日（日） 31日（月）

5

5

（内）吉田クリニック
（大洲四）

�634･0006
（内）山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）

�645･1211

（内・小）藤岡クリニック
（藤岡二）

�641･6288

（内）サニーメディカルクリニック
（駅前二）

�641･2052
（小）田熊こどもクリニック
（瀬古二）

�647･5225

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

（内）井澤内科クリニック
（本町二）

�644･5566

（内）岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
（内）大井医院
（高洲）

�635･2088

たぬま街道整形外科
（大新島）

�634･1110

（内・小）三倉医院
（五十海四）
�644･1235

（小）すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360
（内）瀬古クリニック
（瀬古三）

�639･7373

しまづ整形外科
（高柳二）

�634･0888

（内）八木医院
（本郷）

�639･0009

（内・小）たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
（内）ゆみ内科クリニック
（茶町三）

�641･7700

藤枝南クリニック
（前島二）

�634･0210

（内）西山クリニック
（平島）

�646･3003

（内）錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
（内）ひろせクリニック
（駅前二）

�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

（内・小）三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

※
通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

直
接
、各
診
療
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（内・小）大岩内科医院
（高岡一）

�636･0018
（内）近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）

�641･2625

（内・小）川口内科
（八幡）

�644･3366

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

いのくま歯科矯正歯科
（青木二）

�646･5618

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）

�641･5318

時ヶ谷歯科クリニック
（時ケ谷）

�644･9300

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠四）
�629･5566
（産・婦）

いしかわレディースクリニック（平島）
�643･0311

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
�643･6116

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

若林歯科医院
（水上）

�644･4646

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
�637･1101

ふじえだ耳鼻科
（上藪田）

�648･1000
さくま歯科
（田沼三）

�636･7000
陽だまり佐野歯科
（八幡）

�646･4500

竹中歯科医院
（高洲一）

�636･6777
スマート・デンタル・オフィス
（音羽町二）
�644･0264

岡歯科医院
（大洲四）

�635･5141

（泌・皮）おだクリニック
（上藪田）

�648･1234

岸村歯科医院
（郡）

�644･2501

※
通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い

　

る
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

　

直
接
、各
診
療
所
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


